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【目的 】現在，食の安全 が消費者の 間で 大きな関心事 とな っ て お り，有機米 の 需 要が 増加 して

い る．農林水産省に よ る 日本全 国の 有機 JAS 認 定水 田面積は ，平成 24 年時点で 3，149ha，高

知県 で は 253ha とな っ て お り（htt　l〃www ．maff ．　o ．
’

！if
−
as ！ias　kikakuf　uuki ．html），今後 も

面積の 拡大が 予想 され るが ，有機 米農家 の 栽 培 の 実態 に つ い て の 調査報告は 少 な い ．本研究

で は ， 高知県南国市の 有機 JAS 認 定を受 けた稲作農家の 事例 を紹介する と ともに
，
生育 ・収

量 ・品質 を調査 し，慣行栽培 の もの と比 較 した．

【調査方法】調 査は ，
2013 年 に高知県南国市 の 稲作農家で コ シ ヒ カ リを用 い た慣行栽培 （S

区） と有機栽培 （0 区）の 水 田で調査 を行 っ た ．両 区 と も前年 の 11 月 に牛糞堆肥 を 1t ！10a

施用 し，S 区で 3 回，0 区で 4 回耕起 し，代掻きは
， 両区 と も 1 回の み行 っ た （第 1表）．育苗

は 3 月 13 日に開始 し
，
4 月 17 日に 条間 30cm

， 株 間 26cm の 密度で 田植機 で 移植 し た ．基肥

は ， S 区で は （N ；P ：K ＝ 6．8；9．2 ；6．4）を 100kg ！lOa，0 区で は有機 質肥料 （N ：　P ：　K ＝ 3．2 ：　6．7：

3．3）を 110kg110a施用 した ．追肥は
，
　O 区で の み ，

6 月末 に （N ：P ：K ＝0 ；0．7 ：2．9）を 20kg！lOa

施用 した．除草は
，
S 区で は 4 月末に 除草剤 を散布 し，　O 区で は 鎖を引きなが ら歩 く作業を，移

植後 12 〜 26 日の 問に 3 回行 っ た ，病 虫害 の 防除 と し て 6 月に
，
S 区で は木酢 を，0 区で は 万 田

酵 素 にニ ガ リと食酢 を混ぜ た もの を散布 した ．生育調 査 は
， 両 区の 圃場 の 対角線上 の 両端 と

中央部 の それ ぞれ 3 ヶ 所で 10 株ずつ
， 合計 30 株に っ い て 移植後 2 日 目か ら行い

，
さらに

，

SPAD 値 （SPAD −502，　MINOLTA ）を移植 71 日後 か ら調査 した ，出穂期 と成熟期 に
， 生育中庸

な株 を，両 区の 圃場の 生育調 査株に近 い 3 ヶ 所か ら各 2 株 ， 合計 6株 サ ン プ リン グを行 い
， 乾

物重 を計測 した．収穫期に
， 同様に 3 ヶ 所か らそれ ぞれ 3 個体，合計 9 個体 をサ ン プ ル し，収

量構成要 素を調 査 し た ．ま た
， 農家 に よ っ て 収穫 され た 玄 米の

一
部 に つ い て 玄米外観 品質

（RGQI 　loA，　SATAKE ）を調査 した。

【結果 お よび考察】出穂期 は，S 区 で 7 月 9 日 （移植後 83 日），
0 区で 7 月 16 日 （同 89 日）， 成

熟期 は ， S 区 で 8 月 12 日（同 116 日），
　O 区で 8 月 14 日 （同 118 日）で あ っ た （第 1 表）．草丈は，

S 区で 0 区 よりも出穂期 頃まで有意 に 高く推移 したが ，最終草丈，稈長 に有意差は 無か っ た

（第 2 表）．茎数 は分 げ つ 盛期に S 区で有意 に 多くな っ たが
， 最高茎 数 ， 有効茎歩合に は 有意差

が 無か っ た （第 1 図）．SPAD 値は ，0 区で 出穂期以 降有意に 高くなっ た （第 2 図）．葉位別葉身

は ，
0 区で S 区 よ りも短 く，出葉速度 が速 くな り，最終の 葉数は 0 区 で多 くな っ た （第 3 図）．

LAI は ， 出穂期 ，登熟期 ともに有意差 は 見 られ なか っ た．地上部乾物重 は
， 出穂期に は 有意差

が 無か っ たが ， 登熟期で は S 区 で有意に 大き くな っ た，穂数1  は
，
S 区で 有意に 多か っ た が ，1

次枝梗 数1  は 0 区が有意 に多 くな っ た （第 3 表）．登 熟歩合は，2 次枝梗で S 区が有意に高 く

な っ た （第 4 表）．精 玄米 1000 粒重 は
，
2 次枝梗で 0 区が有意に重 くな っ た．そ の 他 の 収量構

成 には両 区の 問に 有意 差が無 く，収 量 に も有意差は無 か っ た ．玄米外 観品質は ，整粒割合が

0 区で有意 に高 くな っ たが，未熟粒割合に は有意差が無か っ た （第 5 表）。

　以上 よ り，本事例で の 有機栽培で は
， 慣行区に比 べ て約 112の 窒素施肥量で ほ ぼ同程度の 玄

米収量 をあげて お り，さらに 玄米の 整粒歩合が高い こ と が明 らか となっ た ．今後は
，

こ の よ

うな差異の 生 じた原 因を 明 らか にす ると と もに
， 食味の 差異に つ い て の 検討が 必 要で ある．
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第 1表 栽 培 時 期

処 理 区 耕 起 育 苗 代 掻 き 移 植 出 穂 期 収 穫

慣 行 （S）区 　　 11 月 ，12 月 ，3fi　27 目　 　 3月 13 日 〜4 月 16 日　4月 15 日　 4月 17 日　 7月 9 目　 8月 15 目

有機 （0）区 11 月 ，12 月 ，3月 27 目，4月 8 目 3 月 13 目 〜4月 16 目 4月 15 日 　4月 17 目 　7月 16 目　8月 15 日

第 2表　 慣 行 （S ）区 と 有機 （  区 に お け る 生 育 の 比 較

処 理 区

最 終

（c 皿）

　 　 茎 数

　 （本 ／  〉　　 有 効 茎 歩合

最 高 　 　 有 効 　 　 　 （％）

LAI

地 上 部 乾 物 重

　 （9／  ）

草 丈 稈 長 HM H M

慣 行 （S）区

有機 （0）区

112 ．4 　　　87．8

110 ．4 　 　 87 ．3420

．3　　334 ．9

385 ．7　　311 ．0

80 ．380

．7

3 ．O　　 I．1　　　687 ．4　1309 ．5

3 ．4 　 　 1．0　 　　762 ．5 　 1143 ．9
t 検 定 ns ns ns ns ns nsns ns ＊＊

H は 出 穂 期 ，酬は 成 熟 期 を 表 わ す ．

ns と ＊ ＊ は ，そ れ ぞ れ t検 定 に よ る 有 意 差 の な い こ と，お よ び 1％水 準 で 有意 差 が あ る こ と を 示 す ．
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　 第 2図 茎数／  の 推移。→ は 出穂期を表 わす．第3図 SPAD 値 の 推移，→ は出穂 期を表 わす ．
　 ちは ，t検定 による 5％水準の 有意差を示す．　　　 eは ，t検定により5％水準の 有意差があることを示す．
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O．1％水準での 有意霪 があ ることを示 す．

第 3表 　 収 量 構 成 要 素

処 理 区

枝 梗 数

穂 数

（本 ／  ）　 1次

（本 ／穂 ）

2次

平 均 粒 数

（粒 ／穂 ）　　 1穂 粒 数 　 登 熟 歩 合 　 1000 粒 重 　　収 量

1次　 2 次　　（粒 ノ穂 ）　　 （％）　　　 （9 ）　　 （9 ／  ）

慣 行 （S）区 　 344 ．2　 8．7 　 15，5 　 50 ．344 ．3 　 94．6

有 機 （0）区 　315 ．7 　 9．3 　 16．6 　 54 ．1 　46．8 　 1eO ．985

．383

．121
．31　　　 583 ．5

21 ．02 　　　 561 ，9

　 t検 定 　 　 ＊＊＊ 　 　 ＊ 　 　 ns 　 　 ns 　 　ns 　 　 ns 　 　 　 ns

ns ，＊，＊＊＊は ，そ れ ぞ れ t検 定 に よ る 有 意 差 の な い こ と．お よ び 5％水 準

　 　 　 ns 　　　　　　　 ns

，0．1％水 準 で 有 意 差 が あ る こ と を 示 す．

第 4表 　 枝 梗 別 収 量 構 成 要 素

処 理 区
粒 数 （／  〉 登 熟 歩 合 （％） 精 玄 米 1000 粒 重 　（g ） 収 量 （9 ／  ）

1 次 2次 　 　 合 計 1次 　 2次 　 合 計 　 　 1次 　 　2次 　 合 計 1次 2次 　 　合 計

慣 行 （S）区

有 機 （0）区

17309 　　 15242 　 32525

17077 　　 14799 　 3187588

．5 　81 ．9 　85 ．5 　 22 ，06
88．8 　76 ．8 　83 ．1 　 22 ，2219

．90 　21 ．02　　 337 ．6　 248 ．6 　 583 ．5

20 ．34 　21 ．31　　 336 ．6　 231 ．9 　 561 ．9
t 検 定 　 　 　ns 　 　 ns 　 　 ns ns ＊ ＊ ns 　 　 　 　 　 ns ＊　　　　 ns 　　　　　ns 　　　　 nsns

ns ，＊，＊ ＊は ．そ れ ぞ れ t 検 定 に よ る 有 意 差 の な い こ と，お よ び 1％水 準 で 有 意 差 の あ る こ とを 示 す．

第 5表 　 外 観 品 質 割 合 　（重 量 別 ）

処 理 区
粒 別 割 合 （％）

整 粒 乳 白 粒 基 部 未 熟 粒 　 　腹 白未 熟 粒 　 青 未 熟 粒 　　そ の 他 未 熟 粒

慣 行 （S＞区 　 　49．6

有機 （0）区 　 58 ．8

5 ．15

．2

24 ．722

，．4

1．81

．3

0．00

．2

15 ．913

．7

　 t 検 定 　 　 　 　＊ 　 　 　 　 ns

ns ，＊ は ，　 t検 定 に よ り 有 意 差 の な い こ と

nS 　　　　　　　　　　 ns 　　　　　　　　　 ns

お よ び 5％水 準 の 有 意 差 が あ る こ と を 示 す．
ns
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